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本邦尿路結石症の統計的観察

尿石溶解の研究1第4報'尿 石の非晶型有槻成分の化学的分析

徳 島 地 区 の 尿 路 石 症

泌尿 器科領域 に於 ける
17・Ketosteroidの 排 泄量

17-Ketosteroidの 研 究 第II篇

精嚢内に於ける細菌の吸収に就て

抗原抗体反応と自血球像研究補遺 第3報 所謂吉田氏反応の発現機序に就て ・・

路位 膀胱撮 影法DorsalCystograpby(SquatShot)

自発 性 腎 被 膜 下 血 腫(Spontaneoussubcapsularrenalhematoma)の1例 ・・

徳島県下の乳塵尿症について

オロナイン軟膏による性病予防
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編 集 後 記

第2号 の発 行が 予定 期 日よ り遅 れ た事 は ま ことに 申 し訳 な い・ その代 りに第3号 を急 いで,幽 来

れ ば8月 中に もお手許 に届 けた いと思つ て いる・

◇

掲載希望の原稿を諸方から送つて頂き喜ばしい次第である.な るぺく早 く掲載したいが頁数に制限

があるので残念乍ら次号に廻すことになる.そ れで従来の季刊を止めて,第2巻 からは年6回 発行

に改めることになるかも知れない.就 ては会員の入会を御勧誘下さる様お願いする・

◇

第48回 近畿皮泌科集談会は去る5月22日 高槻市の大阪医科大学に於 て栗原教授司会の 下に盛

会裡に行われたが,昭 和31年 度には大阪大学,又32年 度には関西医科大学(旧 大阪女子大'の 当

番にて行われる予定である.

◇

医師国家試験の口頭及び筆答試験の委員を担当して感じた事を少しばかり記すと・先ず口頭試験に

就ては一般によい成績である 特に知識として頭の中にはよくはいつていて・系統的に明快に答える

事が出来る様である・然し実地的な事柄,例 えば顕微鏡標本,X線 写真等を説明する事は不得手な人

がある・之はやはり書物やノー トでは勉強するが,実 地修練の不足する事があるのではないかと思わ

れる インターンを受けた病院の内申書が良くても,試 問によつて容易に看破出来る・内申書はむし

ろ辛い方がよい様に思える.又 修練は学ぷ方は勿論であるが教える方も熱心でなければならぬ事を・

実際に試験を行つてみてつくづく感じた.

筆答試験の答案調べは調査数が多いので及第点に達しない者もかなりある,こ のままで医者になつ

て貰つては困る様な答案もあるわけである(編 集子)・

■ 読 要 項

1・ 発 行 は当分 の間 季刊(年4回)と す る

2・ 会 員 は年間 料金400円 を前納 す る.一 冊料 金100円.但 し第1巻 は3冊 分 として300円

を前納 す る・ 払込 は振替 口座 番号 京 都4772番 泌 尿器 科 紀要編 集 部.

3・ 入会 申込 みは氏 名(フ リガ ナ),住 所(雑 誌 郵 送先) ,勤 務先,職 地 位,自 宅 開業 の別,送 金方

法 を御 記 入の上 編集 部宛.

投 稿 内 規

L原 稿 の種類 は綜 説 ・原著,臨 床報 告,そ の他,寄 稿 者 は本会 々員に 限 る・

2,原 稿 の長 さは制 限 しないが簡潔 にす る.

3・ 原稿 は横書 き・当用 漢字 ・平仮 名・新 仮 名使 い を用 い.片 仮 名には 括孤 を 要 しない .400字 詰

原稿 用紙 を用 い ること.

4.300語 以 内の欧 文抄 録 を記 し・之 には欧 文の標 題 ,所 属機 関 名,ロ ー マ字 著者 名 を附 け・ なる

べ くタイプ ライ ター を用 うるこ と.

5・ 掲 載 料は毎 頁500円 ・ 図表J写 真 は実 費 を申受 け る.別 冊20部 を無 料贈 呈.そ れ以上 は実費

を徴 収 する この場合 に は予め希 望 部数 を申込 む こと・特別 掲載 も考 慮 す る.

6.校 正は編集 者 が行 うが希望 に よ り著者 校正 とす る.

7.原 稿 送 り先は 京都市左 京 区聖護 院 京都 大学 病院 泌尿 器科 紀要 編 集部 .




